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 実習生を受け入れて 

豊田市こども発達センター のぞみ診療所 小児歯科 
歯科衛生士 溝口 理知子 

 
当センターでの実習は朝礼場面から始まります。全職員（21職種）120名の前に

立ち、実習の目標を報告することです。どんなに緊張することでしょう。でも皆さ

んは臆することなく「障がいの特徴をつかみたい」「かかわり方を学びたい」とし

っかりとした目標を伝えてくれます。先輩歯科衛生士として誇らしく思います。 
歯科室では、耳を押さえ、鼻をつまみ、母親のスカートの裾を引っ張り不安気に

また、車椅子に乗るなど様々な格好で入室してくる子ども達に出会います。そこで

も、体をかがめ、子どもの目線に合わせ「おはよう」と手を差し出す実習生の光景

があります。その行為こそがかかわりの基本です。 
実習の終了に感想を聞くと異口同音に「どこに障がいがあるのかわかりません 

でした」と返ってきます。その言葉から実習の成果を感じます。障がいを特別な 
ものとした考え方ではなく、個々の子ども達の行動を得意なこと、苦手なことと捉 
えたからこその所感だと思います。 
 障がいのある方にとっての医療サービスは「お世話になる」ものではなく、「当 
たり前のこと」「利用する」これらのことが当然のこととして求められる時代です。 
 医療従事者として懇切丁寧なかかわり方を忘れることなく、当センターでの実習 
を生かして下さい。 
 
１ 学校行事から 

１）始業式 

 １月１１日（水）始業式の際、１年生

の代表者２名に“新年を迎えての心構え”

について発表してもらいました。 
～抜粋～『相互実習は何回行っても手が震

え、毎回緊張してしまいます。一番苦手

なのはスケーリング実習です。唾液で固

定指が滑りそうになるし、どのくらい力

を入れていいのか分からず、思ったよう

に操作ができません。でも歯科衛生士に

なるために、苦手なことも妥協せずコツ
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コツとやっていこうと思います。』『日々

の授業の予習・復習を怠らず、受け身で

はなく自ら学び、より理解を深め意欲的

に取り組みたいです。相互実習では施術

に手間取り、患者さんの負担を増大させ

ることが多々あったため、事前に教科書

や参考書などを見て、しっかり流れを理

解し、実習に臨みたいです。』 

２ 臨床実習から 

１）臨床実習１期まとめ 
 臨床実習１期が１２月１４日に終了し、

翌日に１期まとめを行いました。『学んだ

ことを振り返る』をテーマに、各自が実

習開始前に立てた到達目標について“自

己評価”をし、成果の確認をしました。

到達目標の多くは“治療の流れを理解し

診療の補助ができるようにする”でした。 

 自己評価の項目とまとめたものは次の

通りです。 

１．『当初の目的(各自の到達目標)は達 

成されましたか』は、予想以上10.7％、 

予定通り39.3％、あと少し46.4％、でき 

なかった3.6％で、半分の学生が目標を 

達成できず、積み残す結果となりました。 

２．『実習中は意欲的に学習しましたか』 

では、大変努力した42.9％、努力した 

57.1％、あまりしなかった0％であり、 

緊張や戸惑いの中、学生達なりに努力し 

た様子が伺えました。 

３．『実習によって知識は確実なものとな 

りましたか』は、大いに身についた35.7％、 

身についた64.3％、変化なし 0％で、実 

際に“みる”ことや“触れる”といった 

現場での経験が、確実な知識として身に 

ついたようです。 

４．『今回の実習施設で特に学べたこと 

は何ですか』では、“治療内容・術式” 

“器具の準備（名称・用途）”“患者誘導・ 

対応”が多く、様々なチャンスを与えて 

いただいた実習先の皆様や患者さんに感 

謝のことばを述べる学生もいました。 

５．『反省点をまとめましょう』は、“器 

材名や術式が曖昧で指示や準備に戸惑う 

事が多かった。”“ＴＢＩやスケーリング 

に時間がかかってしまった。”など知識・ 

技術不足を挙げる学生が大半でした。 

６．『次回の目標を立てましょう』では、 

ＴＢＩやスケーリングなどの技術向上や 

１期の積み残しのクリアとさらにステッ 

プアップした目標を挙げる学生が多くみ 

られました。 

２）臨床実習報告会 

１月から毎週木曜日の「実習まとめ」

の時間で“実習報告会”を実施します。

１期に学んだことからテーマを１つ決め、

１人１５分間で発表します。成果を発表

し合うことで、他の学生の学びを共有し、

今後に生かすことを目的としています。 

３ 主な行事予定 

・始業式            1／11(水) 

・終業式           3／19(水) 

・春休み        3／20(火)～4／ 8（日） 

＜１年生＞ 

・実力試験         1／11(水) 

＜２年生＞ 

・全国統一模擬試験     1／11(水) 

・臨床実習２期  1／16(月)～3／14（水） 

・臨床実習２期まとめ，引継ぎ3／16(金) 


